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総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

消
防
・
防
災

　

８
月
27
日
㈰
に
、
村
内
５
か
所
の
指

定
避
難
所
に
お
い
て
、
総
合
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
本
村
で
も
起
こ
り
得
る

可
能
性
の
高
い
「
大
雨
に
よ
る
土
砂
災

害
」
と
「
地
震
災
害
」
の
２
つ
を
想
定
し
、

避
難
所
開
設
訓
練
と
地
震
発
生
後
の
消

火
訓
練
を
そ
れ
ぞ
れ
の
指
定
避
難
所
で

実
施
し
ま
し
た
。

　

避
難
所
の
開
設
訓
練
で
は
、
長
期
間

の
避
難
所
生
活
を
想
定
し
、
居
住
ス

ペ
ー
ス
へ
の
間
仕
切
り
テ
ン
ト
や
簡
易

ベ
ッ
ド
の
設
置
、
高
齢
者
等
で
避
難
所

に
お
い
て
配
慮
が
必
要
な
方
の
使
用
を

台
風
の
接
近
に
備
え
て

台
風
の
接
近
に
備
え
て

　

令
和
元
年
10
月
11
日
か
ら
13
日
に
か

け
て
長
野
県
に
接
近
し
、
観
測
史
上
最

大
級
と
言
わ
れ
た
令
和
元
年
東
日
本
台

風
（
台
風
第
19
号
）
は
、
東
日
本
を
中

心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
長
野
地
方

気
象
台
の
笠
岳
観
測
所
で
一
日
の
降
雨

量
が
２
８
５
ミ
リ
と
い
う
記
録
的
な
大

雨
に
な
り
、
村
内
各
地
で
土
砂
災
害
の

発
生
が
危
惧
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

警
戒
レ
ベ
ル
４
「
避
難
指
示
」
を
発
令

し
、
８
５
８
名
の
方
に
避
難
所
へ
避
難

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
家
屋
へ
の
床
下
浸
水
を
は
じ

め
、
道
路
の
一
部
損
壊
や
３
日
間
に
わ

た
る
停
電
が
発
生
し
た
ほ
か
、
農
地
災

害
、
集
荷
を
前
に
し
た
果
樹
等
の
落
下

被
害
な
ど
、
多
く
の
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。

　

10
月
は
、
台
風
が
日
本
列
島
に
接
近

し
や
す
い
時
期
で
す
。

　

雨
や
風
が
強
く
な
る
前
に
、
台
風
に

対
す
る
備
え
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

①
防
災
気
象
情
報
を
入
手
す
る
！

　

危
険
度
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
気

象
庁
か
ら
大
雨
警
報
等
の
気
象
情
報

が
発
表
さ
れ
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
か
ら
常

に
最
新
の
防
災
気
象
情
報
を
入
手
し

ま
し
ょ
う
。

②
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
す
る
！

　

土
砂
災
害
や
浸
水
被
害
が
予
測
さ

れ
る
風
水
害
発
生
時
に
避
難
す
べ
き

地
域
に
色
を
付
け
、
各
地
区
の
隣
組

ご
と
に
表
示
し
て
い
ま
す
。
自
分
が

住
ん
で
い
る
場
所
が
、
避
難
が
必
要

な
危
険
区
域
で
あ
る
か
事
前
に
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

③
非
常
時
持
出
品
を
準
備
す
る
！

　

家
族
構
成
を
考
え
て
必
要
な
分
だ

け
用
意
し
、
避
難
時
に
す
ぐ
に
持
ち

出
せ
る
場
所
に
保
管
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
参
考
に
、
災
害
発
生
時
に
最
初
に

持
ち
出
す
非
常
持
出
品
と
、
災
害
か

ら
復
旧
す
る
ま
で
の
数
日
間
を
支
え

る
備
蓄
品
を
分
け
て
用
意
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

◆
総
務
課
危
機
管
理
防
災
係

　

☎
２
１
４
︱
２
２
６
３

令和元年　台風 19 号時の被害　県道の損壊

想
定
し
た
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
の
組
み
立

て
の
ほ
か
、
非
常
用
ト
イ
レ
の
設
置
な

ど
、
避
難
所
運
営
に
係
る
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
指
定
避
難
所
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
は
、
消
防
団
員
が
中
心
と
な
っ
て
、

水
消
火
器
を
使
用
し
た
初
期
消
火
訓
練

や
消
火
栓
か
ら
の
放
水
訓
練
、
消
防
小

型
動
力
ポ
ン
プ
に
よ
る
放
水
訓
練
を
実

施
し
た
ほ
か
、
炊
出
し
訓
練
等
を
実
施

し
ま
し
た
。

※
こ
の
訓
練
の
よ
う
す
は
、
た
か
や
ま

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
放
映
さ
れ
ま
す
。

放水訓練

間仕切りテント設置

炊出し訓練 非常食の準備
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災害に強く環境にやさしい村を目指して

消防・防災

　本年度、災害発生時に指定避難所となる「保健福祉総合センター」の非常用電源の確保と、平時に施設から排
出される温室効果ガスの排出量を抑制するため、太陽光発電設備・蓄電池設備等を整備します。
　この事業は、国（環境省）の国土強靭化緊急対策として実施されるもので、地域のレジリエンス（災害等に対
する強靭性の向上）と地域の脱炭素化を同時実現することを目的に、災害時に避難所となる公共施設へのエネル
ギー供給が可能な再生可能エネルギー設備等を整備する事業です。
　保健福祉総合センターの屋根に太陽光発電設備（太陽光パネル等）を設置し、発電した電力を蓄電池へ貯める
ことで、災害による停電時にも施設の照明や空調機器等へ電力を供給することが可能となります。
　また、平時は太陽光発電設備により自家発電した電力を施設へ供給し、電力の一部を賄うことで商用電力の使
用量・電気料を削減し、加えて二酸化炭素などの温室効果ガスの排出抑制にも寄与します。

▶総事業費　２億９千 491 万円（財源内訳：国庫補助率 1/2、防災・減災・国土強靭化緊急対策事業債 1/2）
▶工　　期　令和５年８月９日 ～ 令和６年１月 15 日
▶整備内容　太陽光発電設備（パネル）44.3kw、蓄電池設備 145kw、LED 照明設備 1,542 台、

高効率空調設備 21 台等

　なお、この工事の実施に伴い、施設周辺への仮設足場の設置や
施設内の照明設備等の交換作業等により、ご迷惑をおかけします
が、ご理解ご協力をお願いします。

◆総務課危機管理防災係　☎２１４―２２６３保健福祉総合センター
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お
む
つ
購
入
費

支
給
事
業
に
つ
い
て

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

健　

康

　

村
で
は
、
乳
幼
児
期
の
子
育
て
に
係

る
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
子
育
て
支

援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
本
年
度
か
ら

乳
幼
児
を
養
育
す
る
保
護
者
に
対
し
、

そ
の
乳
幼
児
が
必
要
と
す
る
お
む
つ
の

購
入
費
用
を
助
成
す
る
「
高
山
村
乳
幼

児
お
む
つ
購
入
費
助
成
金
支
給
事
業
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
通

知
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

満
４
歳
ま
で
の
乳
幼
児
を
養
育
す
る

保
護
者

▼
助
成
金
額

満
４
歳
に
達
す
る
ま
で
の
乳
幼
児
１

人
に
つ
き
年
額
２
万
４
千
円
を
限
度

額
と
し
ま
す
。

※
購
入
日
か
ら
最
初
に
む
か
え
る
３
月

31
日
ま
で
に
領
収
書
ま
た
は
レ
シ
ー

ト
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

事
業
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
案

内
通
知
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◆
住
民
税
務
課
生
活
環
境
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
６
７

　

６
月
に
実
施
し
た
献
血
で
は
、
17
人

の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

献
血
者
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
医

療
技
術
が
進
歩
し
た
今
日
で
も
血
液
は

人
工
的
に
造
る
こ
と
が
で
き
ず
、
長
期

保
存
も
出
来
な
い
た
め
、
多
く
の
方
の

献
血
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
医
療
機
関
か
ら
の
血
液
需
要

の
状
況
か
ら
、
村
で
実
施
す
る
献
血
に

つ
い
て
は
４
０
０
㎖
に
限
定
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日　

時

　

10
月
31
日
㈫

　
　

午
前
９
時
～
11
時

▼
会　

場

　

公
民
館
１
階
学
習
室

▼
対　

象

　
【
年
齢
】
男
性
17
歳
～
69
歳

　
　
　
　

 

女
性
18
歳
～
69
歳

※
65
歳
以
上
の
方
は
、
60
歳
～
64
歳

ま
で
の
間
に
献
血
の
経
験
が
あ
る

方
に
限
り
ま
す
。

　
【
体
重
】
男
女
と
も
50
㎏
以
上

▼
注
意
事
項

　

３
日
以
内
に
出
血
を
伴
う
歯
科
治

療
を
受
け
た
方
、
４
週
間
以
内
に
海

外
か
ら
帰
国
し
た
方
、
１
か
月
以
内

に
ピ
ア
ス
の
穴
を
あ
け
た
方
、
エ
イ

ズ
検
査
が
目
的
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
３
日
以
内
に
薬
を
服
用
し

た
方
、
１
年
以
内
に
予
防
接
種
を
受

け
た
方
は
保
健
予
防
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

　

☎
２
４
２
︱
１
２
０
２

健 康
ポイント
対象事業

生　

活

村
議
会
８
月
臨
時
会

議　

会

　

８
月
９
日
㈬
に
、
村
議
会
８
月
臨
時

会
を
開
会
し
ま
し
た
。

　

提
出
し
た
２
件
の
議
案
は
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
令
和
５
年
度
「
高
山
村
指
定
避
難
所

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等
導
入

事
業
設
計
施
工
請
負
契
約
」

　

指
定
避
難
所
の
一
つ
で
あ
る
保
健

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等
を
設
置
す
る
に

あ
た
り
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審

査
会
に
お
い
て
選
定
し
た
事
業
者
と

契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

▼
令
和
５
年
度
高
山
村

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

高
井
地
区
の
深
刻
化
す
る
サ
ル
に

よ
る
被
害
か
ら
農
作
物
及
び
地
域
住

民
の
生
命
を
守
る
た
め
、捕
獲
檻
の
備

品
購
入
費
や
、一
茶
ゆ
か
り
の
里
一
茶

館
の
老
朽
化
し
た
空
調
設
備
を
更
新

す
る
た
め
の
設
計
委
託
料
及
び
工
事

請
負
費
な
ど
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６

千
２
５
７
万
４
千
円
を
追
加
し
、当
初

予
算
か
ら
の
累
計
額
を
46
億
４
千
６

６
３
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

◆
総
務
課
企
画
政
策
係

　

☎
２
１
４
︱
２
２
６
３
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
料
金
を

助
成
し
ま
す

健　

康

子
ど
も
に
対
す
る
助
成

子
ど
も
に
対
す
る
助
成

▼
対
象
者

　

生
後
６
か
月
～
中
学
３
年
生

▼
自
己
負
担
額

医
療
機
関
ご
と
に
定
め
る
接
種
料
金

か
ら
助
成
金
額
を
差
し
引
い
た
金
額

▼
接
種
回
数

　

生
後
６
か
月
～
13
歳
未
満
�
�
２
回

　

13
歳
以
上
�
�
�
�
�
�
�
�
１
回

▼
助
成
金
額

　

接
種
１
回
に
つ
き
２
，
０
０
０
円

接
種
料
金
が
２
，
０
０
０
円
未
満
の

場
合
は
、
接
種
料
金
の
金
額

▼
予
約
方
法

　

医
療
機
関
へ
電
話
で
事
前
予
約

▼
持
ち
物

◦
10
月
初
旬
に
村
か
ら
送
付
す
る

「
予
診
票
」

◦
保
険
証

6565
歳
以
上
の
方
に
対
す
る
助
成

歳
以
上
の
方
に
対
す
る
助
成

▼
対
象
者

①
65
歳
以
上
の
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
や
腎

臓
・
呼
吸
器
・
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
り
重
い
病
気
の
あ
る
方

▼
自
己
負
担
額

　

１
，
２
０
０
円

村
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
病
や
重
症
化
を
防
ぎ
、
集
団
感
染
を
減
ら

す
こ
と
を
目
的
に
、
中
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ま
と
65
歳
以
上
の
方
な
ど
を
対

象
に
予
防
接
種
料
金
を
助
成
し
ま
す
。

▼
接
種
回
数

　

１
人
に
つ
き
１
回

▼
助
成
金
額

　

２
，
９
０
０
円

▼
予
約
方
法

　

医
療
機
関
へ
事
前
に
電
話
予
約

▼
持
ち
物

　

保
険
証

※
予
診
票
は
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
篠
ノ
井
総
合
病
院
で
接
種

を
ご
希
望
の
方
の
み
予
診
票
を
取

り
に
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

　

☎
２
４
２
︱
１
２
０
２

接種対象者
接　種　料　金

自己負担 助成金額

生後６か月
～

中学３年生
概ね
3,500 円

概ね
1,500 円 2,000 円

65 歳以上 4,100 円 1,200 円 2,900 円

※協力医療機関の一覧表は広報たかやま
10 月号に掲載します。

「オミクロン株対応ワクチン」について
新型コロナウイルス感染症対策

　９月 20 日以降、生後６か月以上のすべての方に対して、新型コロナのオミクロン株（XBB.1.5）に対応した１
価ワクチンの接種が始まります。

特定臨時接種＝ 　　　　　　

12 歳以上

５月８日～９月 19 日 ９月 20 日～令和６年３月 31 日
令和 5 年春開始接種

初回接種（１・２回目接種）を終了した以下の方
が対象
◦高齢者（65 歳以上）
◦基礎疾患を有する方（12 ～ 64 歳）
◦医療従事者等

令和５年秋開始接種

初回接種（１・２回目接種）を
終了したすべての方

（上記以外の方）

５～ 11 歳
基礎疾患を有する方はさらに１回追加接種が可能

６か月～４歳
初回接種

（１～３回目接種）
 従来型ワクチン

初回接種が
まだの方

９月 20 日以降、初回接種のワクチンも XBB 対応ワクチンになります。
詳しくはコールセンター（☎２４２―１０３３）へお問合せください。

◆健康福祉課保健予防係
　☎２４２―１２０２

オミクロン株 XBB.1.5 の株に対応した
１価ワクチンを使用

自己負担なし

オミクロン株対応２価ワクチン

オミクロン株対応２価ワクチン
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粗
大
ご
み
・
古
着
収
集
の
お
知
ら
せ

生　

活

粗
大
ご
み
収
集

粗
大
ご
み
収
集

▼
日
時
・
収
集
場
所

　

◦
１
回
目

10
月
７
日
㈯　

午
前
８
時
～
11
時

高
井
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
駐
車
場

　

◦
２
回
目

10
月
21
日
㈯　

午
前
８
時
～
11
時

北
部
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
駐
車
場

▼
料　

金

　

普
通
車
（
0.5
ｔ
未
満
）

　
　

１
，
０
０
０
円
／
台

　

軽
ト
ラ
ッ
ク
（
0.5
ｔ
未
満
）

　
　

２
，
０
０
０
円
／
台

　

２
ト
ン
車
（
0.5
ｔ
～
２
ｔ
未
満
）

　
　

４
，
０
０
０
円
／
台

　

タ
イ
ヤ　

３
０
０
円
／
本

▼
搬
出
方
法

事
前
に
配
布
す
る
「
粗
大
ご
み
搬
出

券
」
を
当
日
持
参
し
、
搬
出
の
際
に

係
員
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
搬
出
で
き
な
い
も
の

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
洗
濯

機
、
乾
燥
機
、
エ
ア
コ
ン
、
た
た
み
類
、

事
業
等
か
ら
出
る
粗
大
ご
み
（
農
機

具
を
含
む
）、危
険
物
（
ガ
ス
ボ
ン
ベ
・

油
類
・
劇
物
・
農
薬
類
・
消
火
器
な
ど
）、

可
燃
物
と
鉄
類
が
分
別
さ
れ
て
い
な

い
ソ
フ
ァ
ー
、
座
椅
子
、
マ
ッ
ト
レ

ス
な
ど
（
搬
入
時
に
ク
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
可
燃
物
と
、
コ
イ
ル
ス
プ
リ
ン
グ

や
フ
レ
ー
ム
な
ど
鉄
類
が
分
別
さ
れ

て
い
る
も
の
に
限
り
受
け
入
れ
ま
す
）。

※
上
記
日
程
以
外
で
も
収
集
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
廃
棄
物
処
理
事
業

者
に
処
分
料
も
含
め
て
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

古
着
リ
サ
イ
ク
ル

古
着
リ
サ
イ
ク
ル

　

粗
大
ご
み
収
集
に
あ
わ
せ
て
再
利
用

可
能
な
古
着
の
回
収
を
行
い
ま
す
。

（
個
人
の
持
ち
込
み
に
限
り
ま
す
）

▼
引
き
取
り
可
能
な
衣
類

シ
ャ
ツ
な
ど
綿
素
材
・
ジ
ャ
ン
バ
ー
・

ス
ー
ツ
・
ズ
ボ
ン
・
靴
（
両
足
揃
っ

た
も
の
）
等

▼
引
き
取
り
で
き
な
い
衣
類

汚
れ
て
い
る
衣
類
・
臭
い
の
あ
る
衣

類
・
破
れ
て
い
る
衣
類

▼
搬
出
方
法

透
明
ま
た
は
半
透
明
の
袋
に
入
れ
て

搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
収
集
日
以
外
の

粗
大
ご
み
収
集
日
以
外
の

可
燃
ご
み
の
直
接
搬
入
に
つ
い
て

可
燃
ご
み
の
直
接
搬
入
に
つ
い
て

　

家
庭
か
ら
発
生
す
る
可
燃
ご
み
（
一

時
的
多
量
ご
み
）
に
つ
い
て
は
、
な
が

の
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
有
料

で
持
ち
込
み
が
可
能
で
す
。

▼
施
設
情
報

　

長
野
市
松
岡
二
丁
目
27
番
１
号

　

な
が
の
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
受
付
時
間

　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　
　

午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分
ま
で

　
　

午
後
１
時
～
４
時
30
分
ま
で

　

土
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　
　

午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分
ま
で

　

年
末
年
始
や
施
設
点
検
時
に
は
変

更
が
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
処
理
手
数
料

　

10
㎏
ご
と
に
１
７
０
円
（
税
込
）

　▼
持
ち
込
み
方
法

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
受
付
に
て

「
ご
み
焼
却
施
設
搬
入
申
込
書
」
を
記

入
し
、
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。
持
ち
込
み
者
の
住
所
及
び
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
等
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
点

　

ご
み
は
必
ず
事
前
に
分
別
し
、
燃

え
る
ご
み
以
外
の
も
の
を
混
入
さ
せ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
受
入
れ
基

準
に
つ
い
て
は
、
な
が
の
環
境
エ
ネ

ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
住
民
税
務
課
生
活
環
境
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
６
７

◆
な
が
の
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
２
２
︱
５
３
０
１

村
で
は
、
次
の
と
お
り
粗
大
ご
み
及
び
古
着
の
収
集
を
実
施
し
ま
す
。
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松
川
渓
谷  

紅
葉
時
の
渋
滞
解
消
の
た
め

迂
回
を
お
願
い
し
ま
す

紅
葉
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す

紅
葉
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す

観　

光

観　

光

　

例
年
、
10
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け

て
、
松
川
渓
谷
の
紅
葉
は
見
頃
を
迎
え
、

多
く
の
観
光
客
の
皆
さ
ま
が
訪
れ
る
た

め
、
山
田
温
泉
か
ら
山
田
牧
場
間
の
県

道
は
渋
滞
し
ま
す
。

　

今
年
は
「
破
風
岳
コ
ー
ス
」
と
「
雷

　

今
年
は
「
破
風
岳
コ
ー
ス
」
と
「
雷

滝
コ
ー
ス
」
の
２
コ
ー
ス
で
開
催
し
ま

滝
コ
ー
ス
」
の
２
コ
ー
ス
で
開
催
し
ま

す
。
ご
家
族
や
友
人
を
お
誘
い
あ
わ
せ

す
。
ご
家
族
や
友
人
を
お
誘
い
あ
わ
せ

の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
参
加
に
あ
た
っ
て
は
事
前
申

　

な
お
、
参
加
に
あ
た
っ
て
は
事
前
申

し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

破
風
岳
コ
ー
ス

破
風
岳
コ
ー
ス

　

毛
無
峠
・
老
ノ
倉
・
破
風
岳
と
２
，

　

毛
無
峠
・
老
ノ
倉
・
破
風
岳
と
２
，

０
０
０
メ
ー
ト
ル
級
の
２
峰
を
巡
る

０
０
０
メ
ー
ト
ル
級
の
２
峰
を
巡
る

コ
ー
ス
で
す
。

コ
ー
ス
で
す
。

　

麓
も
標
高
が
高
く
、
少
し
登
る
だ
け

　

麓
も
標
高
が
高
く
、
少
し
登
る
だ
け

で
峰
の
ピ
ー
ク
へ
行
く
こ
と
が
で
き
ま

で
峰
の
ピ
ー
ク
へ
行
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
途
中
は
平
坦
な
道
が
多
く
、

す
。
ま
た
、
途
中
は
平
坦
な
道
が
多
く
、

初
心
者
で
も
挑
戦
で
き
る
コ
ー
ス
と

初
心
者
で
も
挑
戦
で
き
る
コ
ー
ス
と

な
っ
て
い
ま
す
。

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
高
所
か
ら
の
絶
景
と
、
紅
葉
と

　

ぜ
ひ
高
所
か
ら
の
絶
景
と
、
紅
葉
と

白
樺
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
お
楽
し
み
く

白
樺
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

▼
開
▼
開  

催催  

日日　　

1010
月月
1414
日
㈯
日
㈯

▼
集
合
場
所

▼
集
合
場
所　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド

　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド

▼
参
▼
参  
加加  

費費　

２
，
０
０
０
円

　

２
，
０
０
０
円

▼
申
込
期
限

▼
申
込
期
限　　

1010
月月
1313
日
㈮
正
午
ま
で

日
㈮
正
午
ま
で

雷
滝
コ
ー
ス

雷
滝
コ
ー
ス

　

七
味
温
泉
・
雷
滝
・
山
田
温
泉
と
、

　

七
味
温
泉
・
雷
滝
・
山
田
温
泉
と
、

紅
葉
の
松
川
渓
谷
を
一
気
に
堪
能
で
き

紅
葉
の
松
川
渓
谷
を
一
気
に
堪
能
で
き

る
コ
ー
ス
で
す
。

る
コ
ー
ス
で
す
。

　

古
道
や
遊
歩
道
な
ど
を
歩
き
自
然
の

　

古
道
や
遊
歩
道
な
ど
を
歩
き
自
然
の

中
か
ら
、
雷
滝
で
は
間
近
で
紅
葉
の
松

中
か
ら
、
雷
滝
で
は
間
近
で
紅
葉
の
松

川
渓
谷
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

川
渓
谷
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

高
山
村
自
慢
の
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
の
松

　

高
山
村
自
慢
の
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
の
松

川
渓
谷
と
、
中
世
か
ら
続
く
古
道
で
秋

川
渓
谷
と
、
中
世
か
ら
続
く
古
道
で
秋

の
山
々
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

の
山
々
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
開
▼
開  

催催  

日日　　

1010
月月
2929
日
㈰
日
㈰

▼
集
合
場
所

▼
集
合
場
所　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド

　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド

▼
参
▼
参  

加加  

費費　

２
，
０
０
０
円

　

２
，
０
０
０
円

▼
申
込
期
限

▼
申
込
期
限　　

1010
月月
2828
日
㈯
正
午
ま
で

日
㈯
正
午
ま
で

参
加
申
込
方
法

参
加
申
込
方
法

　

信
州
高
山
村
観
光
協
会
ま
で
電
話
で

　

信
州
高
山
村
観
光
協
会
ま
で
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

定
員
（
各
コ
ー
ス

　

定
員
（
各
コ
ー
ス
2020
名
ず
つ
）
に
な

名
ず
つ
）
に
な

り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
信
州
高
山
村
観
光
協
会

◆
信
州
高
山
村
観
光
協
会

　

☎
２
４
２
︱
１
１
２
２

　

☎
２
４
２
︱
１
１
２
２

◆
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

◆
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
９
６

　

☎
２
１
４
︱
９
２
９
６

◆
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係　

☎
２
１
４
︱
９
２
９
６

松
川
渓
谷
沿
い
の
色
鮮
や
か
な
紅
葉
を
満
喫
で
き
る

松
川
渓
谷
沿
い
の
色
鮮
や
か
な
紅
葉
を
満
喫
で
き
る

「
信
州
高
山
紅
葉
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
す
。

「
信
州
高
山
紅
葉
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

渋
滞
解
消
の
た
め
、
お
帰
り
の
際
は

村
道
鎌
田
入
線
を
経
由
し
、
村
道
荻
久

保
山
田
入
線
ま
た
は
林
道
天
神
原
線
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

山ノ内町

須坂市

群
馬
県
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果
樹
農
家
と
薪
ス
ト
ー
ブ
所
有
者
の

皆
さ
ま
へ

高
齢
者
虐
待
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

福
祉
の
ひ
ろ
ば

　

高
山
村
を
含
む
長
野
地
域
連
携
中
枢

都
市
圏
の
９
市
町
村
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
推
進
事
業
と
し
て
、
果
樹
の
剪
定
枝

の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
薪
ス
ト
ー

ブ
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
事
業
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、り
ん
ご
や
モ
モ
な
ど
の

不
要
な
剪
定
枝
を
引
き
取
っ
て
も
ら
い

た
い
農
家
と
、ス
ト
ー
ブ
の
薪
を
自
己
調

達
し
た
い
方
と
の
双
方
に
登
録
し
て
い

た
だ
い
た
う
え
で
、条
件
の
合
う
方
同
士

を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
も
の
で
す
。

マ
ッ
チ
ン
グ
の
流
れ

マ
ッ
チ
ン
グ
の
流
れ

剪
定
枝
の
利
用
を
希
望
す
る
方
（
利

用
者
）、ま
た
は
果
樹
剪
定
枝
の
提
供

を
希
望
す
る
農
家
の
方
は
、
個
別
に

「
長
野
市
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推

進
セ
ン
タ
ー
」
に
、郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ

り
申
し
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
で
申
し
込
み
を
取
り
ま

と
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
何
人
か
（
お

お
む
ね
５
人
程
度
）
の
住
所
・
氏
名

な
ど
の
必
要
な
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

利
用
者
及
び
農
家
は
、
提
供
さ
れ
た

情
報
か
ら
、
条
件
に
合
い
そ
う
な
相

手
方
に
連
絡
し
ま
す
。

次
の
よ
う
な
行
為
が

次
の
よ
う
な
行
為
が

高
齢
者
虐
待
に
あ
た
り
ま
す

高
齢
者
虐
待
に
あ
た
り
ま
す

▼
身
体
的
虐
待

　

平
手
打
ち
を
す
る
。
つ
ね
る
。
殴

る
。
蹴
る
。
本
人
に
向
け
て
物
を
投

げ
つ
け
る
。
無
理
や
り
食
事
を
口
に

入
れ
る
。
ベ
ッ
ド
に
縛
り
付
け
る
な

ど
。

▼
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任

　

入
浴
し
て
お
ら
ず
異
臭
が
す
る
。

水
分
や
食
事
を
十
分
に
与
え
な
い
。

冷
暖
房
を
使
わ
せ
な
い
。
病
気
の
状

態
を
放
置
す
る
な
ど
。

▼
心
理
的
虐
待

　

恥
を
か
か
せ
る
。
怒
鳴
る
。
悪
口

を
言
う
。
家
族
や
友
人
等
と
の
団
ら

ん
か
ら
排
除
す
る
な
ど
。

▼
性
的
虐
待

　

性
的
な
行
為
の
強
要
。
人
前
で
お

む
つ
交
換
を
す
る
な
ど
。

▼
経
済
的
虐
待

　

日
常
生
活
に
必
要
な
金
銭
を
渡
さ

な
い
、
使
わ
せ
な
い
。
年
金
や
預
貯

金
を
無
断
で
使
用
す
る
。
寄
付
や
贈

与
を
強
要
す
る
な
ど
。

高
齢
者
虐
待
の
背
景

高
齢
者
虐
待
の
背
景

　

国
の
調
査
で
は
、
虐
待
を
受
け
た
高

齢
者
の
７
割
以
上
に
認
知
症
が
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

養
護
者
に
よ
る
虐
待
が
発
生
す
る
背

景
に
は
、
介
護
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
、
精

神
状
態
の
不
安
定
さ
、
人
間
関
係
の
悩

み
な
ど
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も

多
く
、
養
護
者
支
援
も
非
常
に
重
要
で

す
。

通
報
・
相
談
窓
口

通
報
・
相
談
窓
口

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
高
齢
者

を
発
見
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
健
康
福
祉

課
福
祉
係
に
連
絡
（
通
報
）
し
て
く
だ

さ
い
。
通
報
者
に
関
す
る
情
報
が
外
部

に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ

ま
か
ら
の
情
報
が
、
高
齢
者
と
養
護
者

双
方
の
支
援
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
４
２
︱
１
２
０
３

◆
健
康
福
祉
課
福
祉
係

　

☎
２
４
２
︱
１
２
０
１

日
時
を
調
整
の
う
え
、
利
用
者
は
相

手
方
農
家
の
果
樹
園
等
の
現
地
に
行

き
、
必
要
な
作
業
を
し
て
果
樹
剪
定

枝
を
持
ち
か
え
り
ま
す
。

※
剪
定
枝
は
、
薪
と
し
て
使
え
る
状
態

に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
利
用
者
が

作
業
（
切
る
・
割
る
）
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

長
野
市
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー

　

長
野
市
新
田
町
１
５
１
３-

２

　

☎
２
３
７
︱
６
６
８
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

２
３
７
︱
６
６
９
０

　

Ｅ
メ
ー
ル

　
　

eco-m
am

e@
dia.janis.or.jp

▼
申
込
締
切
日

　

11
月
10
日
㈮
必
着

◆
総
務
課
企
画
政
策
係

　

☎
２
１
４
︱
２
２
６
３

１２

４

３
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脂質異常症に気を付けましょう　～脳血管疾患に要注意～

健　康

脂質異常症は動脈硬化の危険要因脂質異常症は動脈硬化の危険要因
　血液中の LDL コレステロール（悪玉）と中性脂肪のどちらか、または両方が多い状態や、HDL
コレステロール（善玉）が少なくなっている状態を「脂質異常症」といいます。
　脂質異常症は動脈硬化を進行させるため、長期の治療が必要となったり後遺症に苦しむような、心筋梗塞や脳
梗塞などの命にかかわる病気を引き起こします。

村内の状況村内の状況
　高山村は県※と比較して脂質異常症治療者が多く、脳血管疾患治療者も多い傾向にあります。
　脂質異常症による合併症の中で、高山村民は特に脳血管疾患に注意が必要です。若い年齢からの予防と治療が
大切です。

毎日の食事を少しずつ見直していきましょう
○食べ過ぎない、飲みすぎない：食事はゆっくりよ

く噛んで腹八分目を心掛けましょう。

○脂肪の多い肉類や油脂を控えめに：肉類を選ぶと
きは脂肪の少ない肉を選んだり、茹でたり網焼き
などの調理方法の工夫で脂肪分をカットしましょ
う。肉以外にも、アジやイワシなどの青魚の魚料
理も取り入れましょう。

○お酒はほどほどに：１日のアルコールの適量は、
男性で日本酒なら１合（180mL）ビールなら中
ビン１本（500mL）。女性と高齢者はこの半量です。

○食物繊維を多めに：野菜、海藻、果物、きのこ類
に多く含まれる食物繊維はコレステロールの上昇
を緩やかにしてくれます。

高山村は県と比較
して脂質異常症で
治療している方の
割合が高い

県の約 1.4 倍！

高山村では脂質
異常症治療者の
約３人に１人が
脳血管疾患を治
療している

特に女性は若
い年齢から脳
血管疾患を治
療している方
の割合が高い
40-64 歳の
女性は県の
約 3.3 倍！「厚生労働省様式 3-4

 脂質異常症レセプト分析　KDB 処理月 R04 年７月より」

早期発見・予防と治療が大切です早期発見・予防と治療が大切です

◆健康福祉課保健予防係　☎２４２―１２０２

県・村 性別

脂質異常症を
治療している
方の割合

脂質異常症を治療している方のうち
脳血管疾患を治療している方の割合

0 − 74 歳 0 − 74 歳 40 − 64 歳 65 − 74 歳
長野県 男女 18.6％ 13.7％ 9.8％ 15.2％
高山村 男女 26.1％ 28.8％ 22.0％ 30.9％
長野県 男 17.3％ 16.1％ 10.7％ 18.5％
高山村 男 23.1％ 25.6％ 14.6％ 28.9％
長野県 女 20.0％ 11.7％ 8.9％ 12.6％
高山村 女 29.3％ 31.4％ 29.3％ 32.5％

※県…長野県内市町村平均

運動で肥満予防・改善 & 脂質検査の数値改善
○週に３回以上 30 分以上の有酸素運動が効果的です。

無理なく楽しく運動を続けましょう。（例：ウォー
キング、ふみ台昇降、ラジオ体操等）

たばこはやめましょう！
○たばこは脂質異常の進行や、血圧を急上昇させ血管

を傷つけるなど、体にさまざまな悪影響を与えます。

健診・精密検査を受診しましょう！
○脂質異常症・動脈硬化は自覚症状がないまま進行し

ます。１年に１回健康診査を受け、自分の健康状態
を確認しましょう。また、健診結果から精密検査が
必要になる場合もあります。その時は必ず精密検査
を受け、必要な治療につなげましょう。

○治療をしている方は、自己判断で受診や服薬を中断
しないようにしましょう。
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農
作
物
の
盗
難
に
気
を
つ
け
て
！

り
ん
ご
の
栽
培
動
画
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

希
望
者
に
無
料
配
布
し
ま
す

農　

業

農　

業

　

９
月
は
、
生
産
者
の
皆
様
が
、
丹
精

込
め
て
作
ら
れ
た
ブ
ド
ウ
な
ど
の
果
実

や
農
業
機
械
の
盗
難
被
害
が
多
発
す
る

時
期
で
す
。

　

盗
難
被
害
は
、
生
産
者
に
と
っ
て
、

営
農
意
欲
を
失
わ
せ
る
深
刻
な
問
題

で
す
。
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
取
組
み
を
実
施
し
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
万
が
一
に
備
え
、
盗
難
被
害

で
も
補
償
さ
れ
る
「
収
入
保
険
」
へ
の

加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

▼
農
作
物
の
保
管
・
管
理
に
気
を
つ
け
る

◦
収
穫
物
や
農
業
機
械
は
、
園
地
に

置
か
ず
持
ち
帰
る
。
持
ち
帰
り
が

困
難
な
場
合
は
、
路
上
等
か
ら
見

え
な
い
場
所
に
保
管
す
る
。

◦
ハ
ウ
ス
や
保
管
庫
な
ど
の
施
錠
を

徹
底
す
る
。

▼
園
地
へ
の
侵
入
防
止
策
を
講
じ
る

◦
園
地
に
ネ
ッ
ト
や
柵
等
を
設
置
し
、

侵
入
し
に
く
い
環
境
を
作
る
。

◦
防
犯
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト

を
設
置
し
、「
防
犯
カ
メ
ラ
作
動

中
」
な
ど
の
看
板
を
設
置
す
る
。

長
野
県
地
域
発

長
野
県
地
域
発

元
気
づ
く
り
支
援
金
活
用
事
業

元
気
づ
く
り
支
援
金
活
用
事
業

　

村
で
は
、
長
野
県
地
域
発
元
気
づ
く

り
支
援
金
活
用
事
業
に
よ
り
、
り
ん
ご

の
栽
培
技
術
の
継
承
と
産
地
維
持
を
図

る
た
め
、
り
ん
ご
の
栽
培
動
画
「
り
ん

ご
剪
定
の
基
本
」
及
び
「
り
ん
ご
栽
培

の
基
本
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制
作
し
ま
し
た
。

り
ん
ご
剪
定
の
基
本

り
ん
ご
剪
定
の
基
本

（
剪
定
方
法
の
動
画
）

（
剪
定
方
法
の
動
画
）

　

剪
定
の
目
的
、
若
木
整
枝
（
剪
定
、

誘
引
、
結
果
枝
）
車
枝
の
整
理
、
２
年

生
樹
の
整
枝
剪
定
、
４
年
生
樹
整
枝
剪

定
、
腐
ら
ん
病
対
策

り
ん
ご
栽
培
の
基
本

り
ん
ご
栽
培
の
基
本

（
栽
培
方
法
の
動
画
）

（
栽
培
方
法
の
動
画
）

　

受
粉
か
ら
収
穫
ま
で
の
流
れ
（
結
実

確
保
、
摘
花
、
摘
果
、
夏
季
管
理
、
収

穫
前
管
理
、
収
穫
）

　

こ
れ
ら
２
種
類
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
無
料
配

布
し
ま
す
の
で
、
村
内
在
住
で
り
ん
ご

を
栽
培
さ
れ
て
い
る
方
や
新
規
で
栽
培

を
始
め
ら
れ
る
方
な
ど
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
役
場
産
業
振
興
課
農
政
係
窓
口

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
産
業
振
興
課
農
政
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
６
８

 

◆
住
民
税
務
課
生
活
環
境
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
６
７

◆
産
業
振
興
課
農
政
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
６
８

被害防止対策の様子
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Ⓒ SHINSHU BRAVE WARRIORS

「
信
州
ブ
レ
イ
ブ
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
」
を

み
ん
な
で
応
援
し
よ
う
！

信
州
高
山

ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
２
３

地
域
活
性
化

観　

光

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
国
内
ト
ッ
プ

リ
ー
グ
で
活
躍
し
て
い
る
「
信
州
ブ

レ
イ
ブ
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
」
で
は
、
高
山

村
の
皆
さ
ま
に
も
っ
と
試
合
を
観
戦
い

た
だ
き
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、「
サ
ン
ク
ス

デ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
子
ど
も
招
待
企
画
と
し
て
、

小
中
高
生
の
観
戦
料
金
通
常
５
０
０
円

を
無
料
と
す
る
ほ
か
、
大
人
も
通
常
２
，

０
０
０
円
を
１
，
５
０
０
円
に
割
引
し

ま
す
（
い
ず
れ
も
３
階
席
）。

前
夜
祭

前
夜
祭

　

大
会
前
日
の
９
月
２
日
㈯
に
、
保
健

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
で
前
夜
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

選
手
や
ご
家
族

へ
の
お
も
て
な
し

と
し
て
、
ネ
マ
ガ

リ
ダ
ケ
な
ど
地
元

食
材
を
使
用
し
た

料
理
や
村
内
産
の

ワ
イ
ン
、
地
ビ
ー

ル
な
ど
が
ふ
る
ま

わ
れ
、
高
山
村
な

ら
で
は
の
味
わ
い

を
堪
能
し
て
い
だ

き
ま
し
た
。

ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ

ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

大
会
当
日
の
９
月
３
日
㈰
は
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
２
０
４
名
の
出
場
選
手
は
、

Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
か
ら
笠
岳
登
山
口
ま

で
の
全
長
約
20
㎞
を
勢
い
よ
く
駆
け
上

が
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
出
場
選
手
は
県
外
か
ら
の
参

加
も
多
く
、
東
京
都
や
神
奈
川
県
の
ほ

か
、
鳥
取
県
な
ど
21
都
府
県
か
ら
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

出
場
選
手
か
ら
は
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
と

て
も
評
判
が
良
く
、
楽
し
み
に
し
て
い

た
。
来
年
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
。」
と

い
っ
た
声
や
、「
沿
道
で
の
応
援
な
ど
、

お
も
て
な
し
が
と
て
も
良
く
、
あ
た
た

か
い
大
会
だ
っ
た
。」
と
い
っ
た
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
勢
の
村
民
の
皆
さ
ま
に
よ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
へ
の
ご
参
加
や
沿
道
で
の
応

援
に
よ
り
、
大
会
は
大
き
な
盛
り
上
が

り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
信
州
高
山
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

実
行
委
員
会

　
（
信
州
高
山
村
観
光
協
会
内
）

　

☎
２
４
２
︱
１
１
２
２

　

ま
た
、
試
合
会
場
で
は
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
な
ど
が
多
数
出
店
し
ま
す
の
で
グ

ル
メ
も
楽
し
め
る
ほ
か
、
場
内
に
は
フ

ワ
フ
ワ
遊
具
も
あ
り
ま
す
の
で
、
試
合

観
戦
だ
け
で
な
く
ご
家
族
で
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
！

　

こ
の
機
会
に
、
プ
ロ
の
試
合
を
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日

　

10
月
21
日
㈯

　

10
月
22
日
㈰

▼
試
合
開
始
時
間

　

午
後
２
時

▼
場　

所

　

長
野
市
ホ
ワ
イ
ト
リ
ン
グ

▼
申
込
方
法

　

信
州
ブ
レ
イ
ブ

ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
総
務
課
企
画
政
策
係

　

☎
２
１
４
︱
２
２
６
３

◆
株
式
会
社
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ 

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｔ

　
（
今
井
オ
フ
ィ
ス
）

　

☎
２
１
４
︱
７
０
２
２

子
ど
も
招
待
企
画
の
サ
ン
ク
ス
デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
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た
か
や
ま
保
育
園 

夏
ま
つ
り

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

１
０
０
０
日
達
成
！

地
球
ク
ラ
ブ
に
よ
る

　

草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た

　

６
月
４
日
㈰
を
も
っ
て
村
内
で
の
交
通
死
亡
事
故
抑

止
日
数
が
、
令
和
２
年
９
月
８
日
以
来
、
連
続
１
０
０

０
日
を
達
成
し
た
功
績
に
対
し
、
長
野
県
交
通
安
全
運

動
推
進
本
部
顕
彰（
本
部
長　

阿
部
守
一
長
野
県
知
事
）

の
伝
達
式
が
、
８
月
21
日
㈪
に
長
野
県
長
野
合
同
庁
舎

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
通
事
故
発
生
抑
止
策
の
継
続
的
な
実
施
と
と
も
に
、

村
民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
の
交
通
安
全
に
対
す
る
日

頃
か
ら
の
心
が
け
に
よ
り
達
成
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て

顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通

死
亡
事
故
抑
止
日
数
が
、
さ
ら
に
長
く
続
き
ま
す
よ
う

村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
世
代
を
担
う
農
業
者

の
皆
さ
ま
で
構
成
す
る
地

球
ク
ラ
ブ
（
藤
澤
拓
也
会

長
ほ
か
25
名
）
で
は
、
毎

年
奉
仕
活
動
の
一
環
と
し

て
、
村
内
の
景
観
整
備
を

主
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
沿
道
景
観
保

全
の
た
め
、
８
月
１
日
㈫
に
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

か
ら
Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
ま
で
の
村
道
沿
い
の
草
刈
り
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
球
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ま
に
は
、
景
観
整
備
に
ご
協
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

８
月
25
日
㈮
に
、
た
か
や
ま
保
育
園
で
は
「
夏
ま
つ

り
」
を
行
い
ま
し
た
。
年
長
児
が
工
夫
を
凝
ら
し
て
製

作
し
た
「
お
ば
け
ま
と
あ
て
」「
ボ
ー
リ
ン
グ
」「
わ
な

げ
」「
金
魚
す
く
い
」
な
ど
の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
や
フ
ォ

ト
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
大
盛
り
上
が
り
。「
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
せ
！
」
と
張
り
切
る
年
長
児
の
声
が
響
い
て
い
ま

し
た
。

　

０
・
１
歳
児
さ

ん
は
、
お
部
屋
で

お
面
を
ゲ
ッ
ト
し

「
き
ん
ぎ
ょ
す
く

い
」
を
し
て
、
夏

祭
り
の
雰
囲
気
を

楽
し
み
ま
し
た
。

左より　羽毛田須坂警察署長、藤沢副村長、尾島長野地域振興局長

フォトスペース

おばけまとあて

0・1 歳児
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全
国
大
会
出
場
選
手
を
激
励

全
国
レ
デ
ィ
ー
ス
卓
球
大
会
出
場

夏
の
甲
子
園（
全
国
高
校
野
球
選
手
権
）出
場

全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
出
場

　

７
月
22
日
㈯
か
ら
、
岩
手
県
奥
州
市
で
開
催
さ
れ
た

第
46
回
全
国
レ
デ
ィ
ー
ス
卓
球
大
会
の
個
人
戦
ダ
ブ
ル

ス
競
技
に
、
星
川
み
い
子
さ
ん
（
紫
区
）
と
黒
岩
優
子

さ
ん
（
牧
区
）
が
出
場
さ
れ
、
出
発
前
の
７
月
19
日
㈬

に
内
山
村
長
へ
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

星
川
さ
ん
と
黒
岩
さ
ん
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
２

年
連
続
の
出
場
で
す
。

　

全
国
の
強
豪
揃
い
の
リ
ー
グ
戦
で
奮
闘
さ
れ
ま
し
た
。

　

豊
野
高
等
専
修
学
校
１
年
生
の
片
桐
新
太
さ
ん
（
赤

和
区
）
が
、
神
奈
川
県
小
田
原
市
で
８
月
15
日
㈫
か
ら

開
催
さ
れ
る
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
体
育
大
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
男
子
団
体
戦
に
出
場
さ
れ
る
こ
と

を
報
告
す
る
た
め
、
８
月
３
日
㈭
に
藤
沢
副
村
長
に
表

敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
３
試
合
に
出
場
し
、
ベ
ス
ト
８
入
り
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

第
１
０
５
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
記
念
長
野
大
会

で
、
８
年
ぶ
り
３
度
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
上
田
西
高
校

野
球
部
に
所
属
す
る
３
年
生
の
黒
岩
大
都
さ
ん
（
赤
和

区
）
が
、
甲
子
園
出
場
報
告
の
た
め
、
７
月
31
日
㈪
に

内
山
村
長
へ
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

甲
子
園
で
は
、
８
月
６
日
㈰
、
開
会
式
直
後
の
第
１

試
合
で
茨
城
県
代
表
の
土
浦
日
大
と
対
戦
し
、
無
失
策

試
合
と
記
録
さ
れ
た
、
と
て
も
緊
迫
し
た
試
合
と
な
り

ま
し
た
。

左より　黒岩優子さん、内山村長、星川みい子さん
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８月の高山分署の出動状況（８月１日～８月 31 日）

火　災 3     （7）
高山村内の火災　3 件（4）
損害額　調査中
死者　0 人（0）
負傷　0 人（0）

調　査 0  （11）

救　急 29 （211）

救　助 0     （0）

〈お問い合わせ〉
◆消防情報ダイヤル（須高管内で発生した火災）
　☎２４５―１１１９
◆お問い合わせは『須坂市消防署高山分署』へ
　☎２４８―０１１９

風水害に備えましょう風水害に備えましょう
　長野地方気象台によると、長野県における台風災
害の多くは９月から 10 月にかけて発生している状況
です。「令和元年東日本台風」の際には、県内各地に
甚大な被害をもたらしました。本年においても大雨
等で日本各地に大きな被害がでており、あらためて
災害は他人事ではないということを認識しなくては
いけません。
　災害から身を守るためには、情報の収集が大切で
す。台風や大雨は、いつ、どこで、どのくらいの強さ
で発生するのかを、ある程度予想することができ、気
象庁ではそれらの情報を「防災気象情報」として発表
しています。テレビ、ラジオ、気象庁のホームページ
などで最新の防災情報を収集するようにしましょう。
　また災害への備えとして、防災ハザードマップの
確認や非常持ち出し品の準備を日頃から行い、警戒
情報が発表された際には、スムーズに適切な避難所
へ避難できるようにしましょう。

【非常持ち出し品の例】
〇飲料水　〇食料品　〇貴重品　〇ヘルメット（防
災頭巾）　〇軍手　〇懐中電灯　〇ラジオ　〇モバイ
ルバッテリー　〇電池　〇衣類　〇下着　〇タオル
〇防寒用品（冬季）　〇救急用品（処方薬がある場合
は、前もって医師に相談しておく）　〇携帯トイレ
※乳幼児のいるご家庭は、合わせてミルク、紙おむ

つ等の準備もしておきましょう。

学校だより学校だより消 防 情 報
高山中学校

313

二学期の抱負 二学期の抱負 ３学年　学年代表３学年　学年代表

　私は２学期に大切にしたい
ことが２つあります。
　１つ目は、自分の実力を理
解し、自分に合った方法で学
習することです。今までの学
習方法は計画性がなく苦手な

教科を避けてしまうことが多くありました。１学期
のテスト結果にも、取り組みの甘さが表れており、
それに加えて３学期に受験が控えていることをふま
えて、しっかりと対策を練る必要があると思いまし
た。そこで、１日１ページ以上の漢字練習をするこ
とや分からなかった問題をそのままにせず、やり直
すといった小規模な目標をいくつか定め、習慣づけ
ていきたいです。習慣づけることで後回しにしたり、
苦手な教科を避けたりするということを減らし、計
画性のある学習を実行していきたいと考えています。
　２つ目は、人と関わる時間です。３年生は今年度
で義務教育が終了し、卒業後は各々の道へ進んでい
きます。中には遠くの学校に入学するなどして、再
会が難しくなってしまう人もいると思います。
　そこで、限られた時間を、よりよいものにするた
めに、人の話をよく聞ける人になろうと思いました。
　一人ひとりの話をよく聞き、覚えておくことで「こ
の人はこんな人だった」と思い出すことができます。
どんなに短くても、皆と関わる時間を大切にしよう
と思います。
　３学期はテストの回数が増え、常に時間を意識し
なければなりません。こういうときこそ、何か新し
い挑戦をして、自分を理解し、前へ進んでいこうと
思います。 （２学期始業式発表原稿より）

＊３年生は、「受験生」と意識しながら、中学校生活
をかみしめています。生徒会を中心に、９月 29 日㈮
30 日㈯に行われる、紅葉祭（文化祭）の準備が進ん
でいます。当日は、総合的な学習の時間に学んだ「ふ
るさと高山」についてポスターセッションをおこな
います。生徒会は、全校で楽しめる生徒会企画を考
えています。また、音楽会では、それぞれの学年・
学級が歌声を披露します。ぜひ、ご来校いただき生
徒の生き生きと学習している様子をご覧ください。

※（　）内は、令和５年 1 月 1 日からの累計です。
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役
…
役　
　
場 

２
４
５
ー
１
１
０
０

チ

…
チ
ャ
オ
ル 

２
４
２
ー
１
２
０
０

ャ

…
問
い
合
わ
せ
先

問

「
日に
ほ
ん
ご
き
ょ
う
し
つ

本
語
教
室
」を
開か
い
さ
い催
し
ま
す

　

村む
ら

で
は
外が
い
こ
く
せ
き

国
籍
の
村そ
ん
み
ん民
を
対た
い
し
ょ
う象
に
生せ
い

活か
つ
じ
ょ
う
上
の
課か
だ
い題
や
い
ろ
い
ろ
な
人じ
ん
け
ん
か
だ
い

権
課
題

の
速す
み

や
か
な
解か
い
け
つ決
を
す
る
た
め
、
次つ
ぎ

の

と
お
り
「
日に
ほ
ん
ご
き
ょ
う
し
つ

本
語
教
室
」
を
開か
い
さ
い催
し
ま
す
。

参さ
ん
か加
を
希き
ぼ
う望
さ
れ
る
方か
た

は
、
９
月が
つ

29
日に
ち

㈮き
ん

ま
で
に
教き
ょ
う
い
く
い
い
ん
か
い
じ
ん
け
ん
す
い
し
ん
か
か
り

育
委
員
会
人
権
推
進
係
ま

で
お
申も
う

し
込こ

み
く
だ
さ
い
。

日に
ち　

時じ

　

11
月
５
日
㈰
、
12
日
㈰
、

　

12
月
３
日
㈰
、
10
日
㈰

　
　

午ご

ご後
１
時
30
分ぷ
ん

～
３
時
30
分

場ば　

所し
ょ

　

公こ
う
み
ん
か
ん

民
館

　

教
育
委
員
会
人
権
推
進
係

役

役

役役

役

役

●お知らせ

　

９
月
21
日
㈭
か
ら
30
日
㈯
ま
で
、
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
は
、

１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
５
億
円
！

発
売
期
間　

９
月
20
日
㈬
～
10
月
20
日
㈮

抽
せ
ん
日　

10
月
27
日
㈮

　

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
長
野
県
の
販

売
実
績
に
よ
り
配
分
さ
れ
、
市
町
村
の

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
対
策
、
高

齢
者
対
策
な
ど
地
域
住
民
の
福
祉
向
上

の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
の
で
、
長
野
県

内
の
宝
く
じ
売
り
場
で
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
。

　

総
務
課
企
画
政
策
係

　

高
山
村
で
は
、10
月
1
日
現
在
で
「
令

和
５
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」
を
実

施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
住
生
活
に
関
す
る
最

も
基
本
的
で
重
要
な
調
査
で
、
全
国
約

３
４
０
万
世
帯
の
方
々
を
対
象
と
し
た

大
規
模
な
調
査
で
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
は
、
９

 　

家
畜
伝
染
病
の
一
種
で
あ
る
、
豚
熱

が
県
内
各
地
で
確
認
さ
れ
て
お
り
、
村

内
で
は
、
昨
年
７
月
に
捕
獲
し
た
野
生

イ
ノ
シ
シ
か
ら
豚
熱
ウ
イ
ル
ス
が
検
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

産
業
振
興
課
農
政
係

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を

実
施
し
ま
す

令
和
５
年

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

豚
熱
に
つ
い
て

山林内に散布した経口ワクチン

　

そ
こ
で
、
県
で
は
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
野
生
イ
ノ
シ
シ
に
対
す
る
山
林

内
で
の
経
口
ワ
ク
チ
ン
散
布
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
業
務
受
託
事
業
者
が
現
地

散
布
し
ま
す
の
で
、
発
見
し
て
も
触
ら

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
豚
熱
は
豚
や
イ
ノ
シ
シ
の
病

気
で
あ
り
、
人
間
に
は
感
染
し
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
村
内
で
死
亡
し
た
イ
ノ
シ
シ

を
発
見
し
た
場
合
は
、
不
用
意
に
近
づ

か
ず
、
産
業
振
興
課
農
政
係
ま
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

運
動
の
重
点

◦
子
ど
も
と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る

歩
行
者
の
安
全
確
保

◦
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防

止
及
び
飲
酒
運
転
等
の
根
絶

◦
自
転
車
等
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と

交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

◦
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

　

運
動
期
間
中
は
主
要
道
路
に
お
い
て
、

交
通
安
全
協
会
役
員
が
街
頭
指
導
を
行

う
な
ど
、
交
通
ル
ー
ル
の
徹
底
と
正
し

い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
の
た
め
に
活
動

し
ま
す
。

　

建
設
水
道
課
建
設
係

　

高
山
村
交
通
安
全
協
会
事
務
局

月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
調
査
書
類
の
配

布
に
伺
い
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
答
の
ほ
か
、
紙
の
調
査
票
を
郵
送

ま
た
は
調
査
員
に
提
出
す
る
方
法
に
よ

り
ご
回
答
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
調
査
で
は
、
便
利
な
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
を
お
す
す
め
し
て

い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
地
区

堀
之
内
、
荒
井
原
、
紫
、
緑
ケ
丘
、
牧
、

中
原
、
天
神
原

　

総
務
課
企
画
政
策
係
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７
月
５
日
、
部
落
解
放
同
盟
関
東
甲

信
越
地
方
協
議
会
主
催
の
標
記
研
究

集
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

講　
師

　
東
京
都
同
和
教
育
研
究
協
議
会

　
　
　

 

元
事
務
局
長　

松
浦 

利
貞 

さ
ん

演　
題

「
統
一
応
募
用
紙
50
年

　

～
就
職
差
別
と
の
闘
い
の
歴
史
～
」

講
演
内
容

　

昭
和
48
年
に
就
職
差
別
を
な
く
す
た

め
全
国
高
等
学
校
統
一
用
紙（
履
歴
書
・

身
上
書
）
が
制
定
さ
れ
て
今
年
で
50
年

に
な
り
ま
す
。し
か
し
、未
だ
統
一
用
紙

の
趣
旨
が
定
着
し
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

就
職
に
お
け
る
差
別
を
な
く
す
た
め
に

何
が
必
要
か
、
統
一
用
紙
50
年
の
歩
み

を
通
し
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

１ 

統
一
用
紙
制
定
以
前
の
状
況

　

就
職
に
は「
社
用
紙（
入
社
志
願
書
）」

が
使
わ
れ
て
い
た
が
、そ
の
中
に
は
、本

人
に
責
任
の
な
い
「
本
籍
・
出
身
地
」

「
家
族
の
状
況
」、本
来
自
由
で
あ
る
べ

き
「
宗
教
、信
条
、思
想
、支
持
政
党
等
」

の
記
述
欄
が
あ
っ
た
。そ
し
て
、「
社
用

紙
」
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
調

部
落
解
放
第

部
落
解
放
第
5555
回
東
日
本
研
究
集
会
に
参
加
し
て

回
東
日
本
研
究
集
会
に
参
加
し
て

査
さ
れ
、
出
身
地
（
被
差
別
部
落
）
や

国
籍
、親
の
職
業
、経
済
状
態
、思
想
、信

条
、信
仰
、一
人
親
な
ど
で
差
別
さ
れ
る

こ
と
が
あ
っ
た
。一
人
親
（
母
子
家
庭
）

の
場
合
は
、
知
事
や
市
長
な
ど
が
保
証

人
に
な
る
制
度
も
あ
っ
た
。

《
Ａ
さ
ん
の
事
案
》

　

Ａ
さ
ん
は
、
面
接
試
験
の
前
日
、
教

師
か
ら
「
面
接
で
答
え
に
く
い
こ
と

を
聞
か
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の

時
は
自
分
の
方
か
ら
先
に
答
え
た
方

が
楽
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
助

言
さ
れ
、
部
落
出
身
で
あ
る
こ
と
、
家

が
貧
乏
で
あ
る
こ
と
な
ど
隠
さ
ず
に

話
し
た
。Ａ
が
国
家
公
務
員
を
選
ん
だ

の
は
、
ひ
た
す
ら
〈
こ
の
娘
に
か
け
て

い
る
〉
と
い
う
両
親
の
苦
衷
に
み
ち

た
日
々
が
背
負
い
こ
ま
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。し
か
し
、
Ａ
を
待
ち
受
け
て

い
た
も
の
は
、
一
片
の
不
合
格
通
知
に

ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
（
一
次
は
合
格
）。

娘
の
小
学
校
の
運
動
会
に
は
、
朝
２
時

に
起
き
て
弁
当
を
作
り
な
が
ら
、
走
る

姿
を
見
に
ゆ
く
時
間
さ
え
取
れ
ず
に

働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
母
親

も
「
う
ち
ら
の
家
が
し
が
な
い
か
ら

落
ち
た
ん
や
」
と
も
ら
す
の
で
あ
っ
た
。

（
兵
庫
解
放
教
育
研
究
会
「
就
職
差
別

反
対
闘
争
」
上 
明
治
図
書
）

２ 

就
職
差
別
の
闘
い
を
通
し
て
、

統
一
用
紙
が
制
定
さ
れ
る

　

統
一
用
紙
は
、
被
差
別
部
落
民
や
朝

鮮
人
、
障
が
い
を
も
っ
た
人
々
と
生
徒

た
ち
の
思
い
と
闘
い
に
よ
っ
て
勝
ち

取
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

東
京
都
産
業
労
働
局
、
東
京
労
働
局

編
の
「
公
正
な
採
用
選
考
に
向
け
て
」

の
中
で
、
就
職
差
別
に
つ
な
が
る
お
そ

れ
が
あ
る
14
項
目
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

①
本
籍
・
出
生
地　

②
家
族
（
職

業
、続
柄
、健
康
、病
歴
、地
位
、学
歴
、収

入
、資
産
な
ど
）　

③
住
宅
状
況
（
間
取

り
、部
屋
数
、住
宅
の
種
類
、近
隣
の
施

設
な
ど
）　

④
生
活
環
境
・
家
庭
環
境

な
ど　

⑤
宗
教　

⑥
支
持
政
党　

⑦
人

生
観
・
生
活
信
条
な
ど　

⑧
尊
敬
す
る

人
物　

⑨
思
想　

⑩
労
働
組
合
（
加
入

状
況
や
活
動
歴
な
ど
）・
学
生
運
動　

⑪
購
読
新
聞
・
雑
誌
・
愛
読
書
な
ど　

⑫
身
元
調
査
な
ど
の
実
施　

⑬
本
人
の

適
性
・
能
力
に
関
係
な
い
事
項
を
含
ん

だ
応
募
書
類
の
使
用　

⑭
合
理
的
・
客

観
的
に
必
要
性
が
認
め
ら
れ
な
い
採
用

選
考
時
の
健
康
診
断
の
実
施

　

し
か
し
、
本
年
度
の
調
査
で
は
、
統

一
用
紙
以
外
の
応
募
用
紙
を
求
め
ら

れ
た
高
卒
者
は
47
％
と
令
和
元
年
よ

り
も
増
え
て
い
る
。統
一
用
紙
の
意
義

の
再
確
認
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

本
年
度
の
人
権
教
育
講
座
を
次
の
よ

う
に
計
画
し
ま
し
た
。
村
民
の
皆
様
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

時　
間　
午
後
６
時
30
分
～
８
時

会　
場　
高
山
村
公
民
館 

講
堂

☆
９
月
７
日 

㈭

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

ゲ
ー
ム
依
存
症
に
つ
い
て
」

　

長
野
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
駒
ケ
根

精
神
保
健
福
祉
士　

佐
藤 

み
ず
き 
さ
ん

☆
９
月
21
日 

㈭

「
同
和
問
題
の
解
決
に
向
け
て
」

　
　
部
落
解
放
同
盟

須
坂
市
協
議
会 

会
長 

さ
ん

☆
10
月
５
日 

㈭

「
性
的
少
数
者
の
人
権
と

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」

　
　

長
野
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

人
権
啓
発
・
相
談
員

町
田 

秀
敏 

さ
ん

☆
10
月
19
日 

㈭

「
共
に
生
き
る
」

N
G

O
 TR

U
O

N
G

 LO
N

G
 

さ
ん

令
和
５
年
度
の

令
和
５
年
度
の

人
権
教
育
講
座

人
権
教
育
講
座
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今
年
の
夏
は
、
と
て
も
暑
い

日
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
の
頃
、
川
辺
の
木
の

下
に
「
百
葉
箱
」
が
あ
り
、
暑

い
日
に
見
に
行
く
と
、
30
℃
で

し
た
。先
生
に
報
告
す
る
と
、「
ど

う
り
で
暑
い
わ
け
だ
。
10
分
間

休
憩
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
水

道
で
水
を
飲
ん
だ
り
、顔
を
洗
っ

た
り
す
る
と
、
少
し
涼
し
い
気

分
に
な
り
ま
し
た
。
今
振
り
返

る
と
、
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

　

し
か
し
、
近
年
は
危
険
な
暑

さ
が
続
い
て
い
ま
す
。
毎
日
エ

ア
コ
ン
を
動
か
し
な
が
ら
、
冷

た
い
飲
み
物
を
飲
ん
で
過
ご
し

て
い
ま
す
。　
　

  （
宮
沢
孝
吉
）

　

こ
の
夏
休
み
に
、
昨
年
、
間
宮

祥
太
朗
主
演
・
前
田
和
男
監
督
に

よ
っ
て
リ
メ
イ
ク
さ
れ
た
映
画

「
破
戒
」
を
視
聴
し
て
み
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
ご
存
じ
の
よ
う
に
、

「
破
戒
」
は
長
野
県
出
身
の
島
崎

藤
村
が
書
い
た
物
語
で
す
。
物
語

の
舞
台
は
飯
山
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
前
任
校
が
あ
っ
た
飯
山
市

の
学
校
に
は
、
前
作
の
市
川
崑
監

督
が
作
っ
た
作
品
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が

配
ら
れ
て
い
た
の
で
、
前
作
は
二

回
ほ
ど
視
聴
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
破
戒
」
の
あ
ら
す
じ
を
簡
単

に
説
明
し
ま
す
。
主
人
公
は
、
生

徒
に
慕
わ
れ
る
小
学
校
教
師
の

瀬
川
丑
松
で
す
。
亡
く
な
っ
た
父

か
ら
の
強
い
戒
め
を
受
け
、
自

分
が
被
差
別
部
落
出
身
と
い
う

こ
と
を
隠
し
て
生
き
て
い
ま
し

た
。
自
ら
の
出
自
に
苦
悩
し
つ
つ

も
、
最
後
に
は
、
父
か
ら
の
戒
め

を
破
り
自
ら
の
出
自
を
明
か
す

と
い
っ
た
内
容
で
す
。

　

映
画
の
中
で
、
こ
ん
な
セ
リ
フ

が
出
て
き
ま
す
。「
差
別
と
い
う

も
の
は
、
人
の
心
か
ら
簡
単
に
消

え
る
も
の
で
は
な
い
」「
人
間
は

愚
か
で
は
な
い
が
弱
い
も
の
だ
」。

　

高
山
小
学
校
で
は
、
６
月
５
日

か
ら
16
日
ま
で
「
な
か
よ
し
旬

間
」
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
同
士
の
関
わ
り
や
、
職
員
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
と
と

も
に
、
自
分
の
言
動
を
振
り
返

り
、
新
た
な
目
標
を
も
つ
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
、
様
々
な
活
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

全
校
で
、
自
分
の
こ
と
を
も
っ

と
よ
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

友
だ
ち
の
こ
と
を
も
っ
と
よ
く

知
る
た
め
に
、「
み
ん
な
よ
ろ
し

く
カ
ー
ド
」
と
い
う
取
り
組
み
を

行
い
ま
し
た
。
顔
写
真
と
一
緒

に
自
分
の
好
き
な
も
の
を
カ
ー

ド
に
書
い
て
廊
下
に
掲
示
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
他
の
子
の

カ
ー
ド
を
ま
じ
ま
じ
と
見
つ
め
、

自
分
と
好
き
な
も
の
が
同
じ
人

を
見
つ
け
て
嬉
し
そ
う
に
し
て

い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
職
員

部
落
差
別
の
問
題
は
、
差
別
と

貧
困
か
ら
の
解
放
を
求
め
て
全

国
水
平
社
を
結
成
し
て
か
ら
百

年
た
っ
た
今
で
も
、
残
っ
て
い

る
と
い
え
ま
す
。

　

今
回
の
映
画
「
破
戒
」
の
中
で

示
さ
れ
た
、
差
別
を
な
く
し
て
い

く
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
教
育
」

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
映
画
の
中
で
、
丑
松
は
、

「
せ
い
た
さ
ん
、
が
ん
ば
っ
て
上

の
学
校
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
」「
省

吾
さ
ん
、
し
っ
か
り
勉
強
し
て
く

だ
さ
い
」
と
進
学
を
諦
め
て
い
た

子
ど
も
た
ち
に
語
り
か
け
ま
す
。

し
っ
か
り
学
ん
で
、
差
別
に
立
ち

向
か
っ
て
い
け
る
人
間
に
育
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
丑
松
の
気
持
ち
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
教
育
こ
そ
が

部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差

別
を
こ
の
地
球
上
か
ら
な
く
し
て

い
く
手
段
だ
と
思
い
ま
す
。
高
山

小
学
校
で
も
、
部
落
差
別
の
問
題

に
つ
い
て
し
っ
か
り
学
習
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
映
画
「
破
戒
」
で
は
、

悩
ん
だ
末
に
、
出
自
を
明
か
し
た

丑
松
は
、
同
僚
の
土
屋
先
生
の
お

か
げ
も
あ
り
、
心
を
寄
せ
て
い
た

志
保
さ
ん
と
二
人
で
東
京
に
旅

立
っ
て
行
き
ま
す
。
二
人
の
旅
立

ち
を
、
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち
が

見
送
っ
て
く
れ
る
ラ
ス
ト
の
場
面

は
、
と
て
も
感
動
的
で
し
た
。

　

自
分
も
丑
松
の
よ
う
に
、
子
ど

も
の
心
が
わ
か
る
誰
に
で
も
平
等

な
教
師
（
人
間
）
で
あ
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
こ
の
夏
休
み
、
映

高
山
小
学
校

教
頭　

小
林　
英
一

高
山
小
学
校

教
諭　

村
松　
和
佳
奈

じ
ん
け
ん

じ
ん
け
ん

エ
ッ
セ
ー

エ
ッ
セ
ー  

⑰⑰

映
画
「
破
戒
」
に
思
う

他
者
と
自
分
を
み
つ
め
た

二
週
間

画
「
破
戒
」
を
視
聴
し
た
こ
と
は
、

と
て
も
良
い
思
い
出
と
な
り
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
も
、
機
会
が
あ
っ

た
ら
映
画
「
破
戒
」
を
一
度
視
聴

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

小
学
校
な
か
よ
し
旬
間

も
カ
ー
ド
を
書
く
と
、「
○
○
先

生
は
～
が
好
き
な
ん
だ
っ
て
！
」

と
、
担
任
以
外
の
職
員
に
対
し
て

も
親
し
み
を
感
じ
た
様
子
で
し

た
。
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
き

に
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
声
が

か
け
や
す
い
大
人
が
増
え
て
ほ

し
い
で
す
。

　

各
学
年
や
学
級
で
も
、
ね
ら
い

に
沿
っ
た
授
業
や
取
り
組
み
を

行
い
ま
し
た
。
道
徳
の
授
業
で
、

仲
間
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
重

点
的
に
扱
っ
た
り
、
日
々
の
言
葉

遣
い
や
態
度
を
見
直
し
て
気
を

つ
け
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た

り
し
ま
し
た
。
５
年
生
の
ク
ラ
ス

で
は
、「
あ
け
ぼ
の
」
に
あ
る
「
み

わ
子
の
日
記
」
と
い
う
教
材
を
用

い
て
、
い
じ
め
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、「
私

は
今
ま
で
～
だ
っ
た
か
ら
、
自
分

を
も
っ
と
よ
く
変
え
た
い
」
と
、

自
分
の
行
い
を
ふ
り
返
っ
た
り
、

「
人
が
傷
つ
い
て
い
る
の
に
自
分

勝
手
に
行
動
す
る
人
に
は
注
意

で
き
る
よ
う
に
強
く
な
り
た
い

し
、
勇
気
を
出
せ
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
、
こ
れ
か
ら
自
分
が
ど
う

し
て
い
く
と
よ
い
か
に
つ
い
て

考
え
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
な
か
よ
し
旬
間
は
、
互

い
を
よ
く
知
り
合
い
、
自
分
の
こ

れ
ま
で
の
友
だ
ち
と
の
関
わ
り

方
を
見
直
す
よ
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
私
は
教
師
と
し
て
、
旬

間
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
々
、
子
ど

も
た
ち
が
人
権
感
覚
を
磨
け
る

よ
う
見
守
り
、
一
緒
に
人
権
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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古道を歩こうより：猛暑の中、雷滝の水しぶきは涼しさを運んできました

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

８
月
６
日（
日
）

　

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
は
じ
め

て
屋
外
で
開
催
し
ま
し
た
。会
場
は

Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
の
ゆ
う
ゆ
う
広

場
で
す
。真
夏
の
強
い
日
差
し
が
照

り
付
け
る
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
を
利
用
し
た
多

く
の
方
が
、
帰
り
際
に
足
を
止
め
て

屋
外
ス
テ
ー
ジ
か
ら
流
れ
る
音
楽

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
高
山
ア
ル
プ
ホ
ル
ン

ク
ラ
ブ
で
す
。ア
ル
プ
ホ
ル
ン
の
響

き
が
広
場
全
体
に
広
が
る
と
、木
陰

に
座
っ
て
い
た
方
か
ら
は
、「
ち
ょ

う
ど
心
地
よ
い
風
が
吹
い
て
、
ス
イ

ス
の
高
原
に
い
る
よ
う
に
感
じ
る
」

と
感
想
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
み
ゆ
き
野
吹
奏
楽
団

で
す
。み
ゆ
き
野
吹
奏
楽
団
は
、
平

成
10
年
に
結
成
し
、
今
年
で
26
年

目
を
迎
え
る
歴
史
あ
る
吹
奏
楽
団

で
す
。演
奏
曲
は
、「
ア
ン
ダ
ー
ザ

シ
ー
」（
リ
ト
ル
マ
ー
メ
イ
ド
）
と

い
っ
た
映
画
音
楽
か
ら
「
ア
マ
デ

ウ
ス
、浮
か
れ
る
！
」
の
ク
ラ
ッ
シ
ッ

ク
に
至
る
ま
で
幅
広
く
演
奏
い
た

だ
き
ま
し
た
。ど
の
演
奏
も
リ
ズ
ミ

カ
ル
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
て
、
夏

を
感
じ
さ
せ
る
演
奏
で
し
た
。

　
「
な
か
な
か
屋
外
で
吹
奏
楽
を
聴

く
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
、
暑
か
っ

た
け
ど
、
生
演
奏
を
聞
け
て
や
っ
ぱ

り
音
楽
は
い
い
で
す
ね
。ま
た
、
聞

き
に
来
た
い
」
と
参
加
の
方
が
言
っ

て
い
ま
し
た
。

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
３

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
３

　

８
月
19
日（
土
）

　

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
３

は
、た
か
や
ま
保
育
園
の
園
歌
〝
緑

の
光
の
中
で
〟
を
作
詞
作
曲
さ
れ

た
荒
井
雅
至
さ
ん
と
ム
シ
カ
ア
レ

グ
レ
（
門
下
生
）
の
弦
楽
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
と
、コ
ー
ル
フ
ラ
ウ
エ
ン
、高

山
童
謡
唱
歌
の
会
に
よ
る
高
山
合

唱
団
と
の
共
演
で
4
年
振
り
の
演

奏
会
で
し
た
。

　

パ
ッ
ヘ
ル
ベ
ル
の
『
カ
ノ
ン
』
の

演
奏
か
ら
始
ま
り
、
最
後
に
弦
楽

器
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
高
山
合
唱

団
と
の
共
演
で
『
緑
の
光
の
中
で
』

『
ふ
る
さ
と
』
を
演
奏
し
ま
し
た
。

ア
ン
コ
ー
ル
に
応
え
て
、
県
歌
『
信

濃
の
国
』
で
コ
ン
サ
ー
ト
は
終
了

と
な
り
ま
し
た
。

　
「
雨
の
中
、
弦
楽
器
の
音
色
に

う
っ
と
り
し
て
、
心
の
洗
濯
が
で
き

ま
し
た
。」「
子
ど
も
の
通
っ
て
い
る

保
育
園
の
園
歌
の
演
奏
に
感
激
し

ま
し
た
」「
や
っ
ぱ
り
、
生
演
奏
は

い
い
で
す
ね
」
等
、
参
加
者
の
方
の

感
想
が
聞
け
ま
し
た
。

荒井さんがかかえるバイオリンは
アンドレア・グァルネリ作の高価なもの

弦楽アンサンブルと高山合唱団による共演

アルプホルンの雄大な音楽を奏でました

楽器紹介を交えながら演奏しました

夏
は
や
っ
ぱ
り
音
楽
の
季
節
。
公
民
館
で
は
、
４
年
ぶ
り
に

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

高
山
村
音
楽
ま
つ
り

高
山
村
音
楽
ま
つ
り    

開
催
！

開
催
！
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こ
の
夏

最
後
の

花
火
だ
な

　

ほ
ん
と

暑
か
っ
た
夏
も

終
わ
り
ね

じ
ゃ 

も
う

お
し
ま
い
に

し
よ
う
か

や
っ
ぱ
り
花
火
っ

て
楽
　
し
い

明
日
も
や
ろ
う

か
な
♡

　

火
の
粉
が
降
っ
て

き
て
熱
い
の
ガ
マ
ン

　

し
て
ん
だ
ぞ
っ

こ
ら
っ 

オ
レ
た

ち
は
ち
っ
と
も

楽
し
く
な
い

ぞ
! !

あ
っ

落
ち
ち
ゃ
っ

た
…

　

こ
こ
し
ば
ら
く
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

中
止
さ
れ
て
い
た
「
上
高
井
郡
球
技

大
会
」
が
8
月
20
日
（
日
）
に
高

山
村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大

会
は
、
小
布
施
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
と

高
山
村
体
育
協
会
が
中
心
と
な
っ
て

毎
年
行
わ
れ
て
い

る
大
会
で
す
。
種

目
は
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
で
す
。
当

日
は
猛
暑
の
中
、

各
会
場
と
も
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
試
合
終

了
後
は
、
公
民

館
講
堂
に
て
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

結
果
は
以
下
の

通
り
で
す
。

上
高
井
郡

上
高
井
郡

球
技
大
会
開
催

球
技
大
会
開
催

サークル活動に参加してみませんか ②
文化協会には村内 18 サークルが加盟しています。ぜひ、一緒に活動してみませんか。
お問い合わせは公民館窓口まで（☎２１４―９７６２）
10 月 28 日（土）～ 29 日（日）に公民館において文化協会主催の第 16 回高山村文化
展を開催いたします。多くの皆さんのご来場を心よりお願い申し上げます。
団　体　名 主な活動場所 活　動　日　時 活　動　内　容

コールフラウエン
公民館（講堂）
あるいは高山
中音楽室

毎週水曜日
午後８時～午後９時 30 分
冬期間（12 月～１月）は
お休み

・音楽イベントへの参加
・歌の大好きな女性の集まり

です

高山俳壇 公民館・
一茶館研修室

毎月第 3 日曜日
午後１時 30 分～

午後３時 30 分
・俳句の勉強会

フレデリック
読み語りの会

公民館・
高山小

毎月第１・第３火曜日
高山小で月１回

・発声と読み語りの練習
・高山小で読み語り

高山茶道会 公民館
（研修室）

毎月第２・第４金曜日
午後１時～午後３時 30 分

・５月～ 10 月　風炉のお点前
・11 月～４月　炉のお点前
・最近は立礼で行っています

高山村謡曲会 村内稽古場

邦雲会：月２回（月・金）
山麓会：月２回（木）
吟游会：毎週金曜日
しろがね会：月２～ 4 回（水）

・謡曲は能の声楽部分のこと
で、「謡」とも呼ばれています
・発表に向けて稽古
・年４回発表会を実施

高山村合同舞踊会 高山村水中・
須坂市

阿藤流：水中 週１回～月２回
　　　 須坂 週１回
花房流：須坂 月２回

・流派ごと各種イベントや発
表会に参加

高山華道会 流派・社中ご
とに活動 月１～ 2 回程度 ・流派ごと四季折々の花を使

い目的を持って生ける
高山村
ダンススポーツ協会 公民館 火曜日

午後７時 30 分～午後９時 ・社交ダンス

信州高山民話の里
しゃくなげ

公民館
（学習室） 月 1 回定例会

・村の歴史や文化を紙芝居に
します

・デイサービスや小学校へ紙芝
居や読み聞かせの出前口演
・村内外のイベント参加

高山（奥） 対 大輪会（手前）

10月の生涯学習講座10月の生涯学習講座
開  催  日 事 業 名 場 所
10月 3日（火）

17日（火）
31日（火）

やさしい
ヨガ教室 公民館

10月14日（土）切り絵教室 公民館

10月28日（土）親子木工教室 村　内

問い合わせは公民館まで。（☎２１４―９７６２）

優　勝 準優勝 第３位

ソフトボールの部 赤和
（高山）

三郷
（高山）

紫
（高山）

バレーボールの部 高山
（高山）

みすみクラブ
（小布施）

小布施大輪会
（小布施）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
部

一般男子
ダブルス

（小布施）
木ノ内秀平
関野仁志

（小布施）
池田　悟
根津敏志

（高山）
澤山有希
小森夢叶

中学生男子
ダブルス

（小布施）
根岸颯汰
湯本鳳牙

（高山）
内山煌太
内山陽太

（小布施）
藤木龍之介
竹本虎太郎

女子
ダブルス

（高山）
内山愛梨

五百住真琴

（高山）
関澤梨紗
越田万結

（小布施）
吉田　愛
梨元優衣

混合
ダブルス

（小布施）
倉橋祐介
倉橋茉央

（小布施）
酒井音羽
酒井蕗花

（高山）
澤山有希
内山愛梨

令和５年度上高井郡球技大会　成績表
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万ば
ん
り
ょ
く
緑
を
丸
洗
ひ
し
て
雨
あ
が
る	

藤
沢	

し
げ
る

老
ひ
る
程
に
頑
固
一
徹
ね
じ
れ
花	

片
桐	

住
子

秋
涼
し
新
書
に
白
き
栞し
お
り
ひ
も	

栗
原	

ヒ
サ
エ

夜
と
な
り
て
涼
風
を
知
る
庭
の
椅
子	

古
谷	

公
子

茶茶    

花花    

会会
　
七
・
八
月
作
品

　
七
・
八
月
作
品

く
わ

村

生生 涯涯
青青 春春
＆
く
わ

わ
く
わ
く
自
然
探
検

  「
湯
倉
洞
窟
・
太
田
堰
の

源
流
を
見
に
行
こ
う
」

古
道
を
歩
こ
う

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
教
室

　

７
月
19
日
（
水
）、
26
日
（
水
）、

８
月
２
日
（
水
）
に
わ
く
わ
く
村
の

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
教
室
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と
は
、
植
物
標
本

と
い
う
意
味
で
、
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ

ラ
ワ
ー
や
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
ガ
ラ

ス
の
小
瓶
に
入
れ
保
存
用
の
専
用
オ

イ
ル
に
浸
し
て
作
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
が
作
り

た
い
作
品
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
砂
や

ビ
ー
ズ
を
入
れ
た
り
、
花
が
き
れ
い

に
見
え
る
よ
う
に
ピ
ン
セ
ッ
ト
や
串

で
並
べ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
「
去

年
参
加
し
て
楽
し
か
っ
た
か
ら
、
今

年
も
参
加
し
ま
し
た
」「
今
年
は
、ピンセットを使って細かい作業が続きます

色あざやかなハーバリウムが完成

こんな山奥からすごいねぇ〜 湯倉洞窟の前で記念撮影

高山の自然を満喫

シ
ー
ル
も
あ
っ
て
、
瓶
の
中
で
泳
い

で
い
る
よ
う
に
作
れ
て
楽
し
か
っ
た
」

と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
保
護
者
の
方
は
「
小
さ
な
子

と
一
緒
に
作
業
が
で
き
る
の
は
嬉
し

い
」
と
仕
上
が
っ
た
作
品
を
見
な
が

ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

８
月
11
日
（
金
）〈
山
の
日
〉
の

探
検
は
、高
山
村
の
歴
史
を
辿
っ
て
、

歴
史
民
俗
資
料
館
～
湯
倉
洞
窟
～

毛
無
峠
～
太
田
堰
源
流
へ
と
行
き

ま
し
た
。

　

最
初
に
、「
歴
史
民
俗
資
料
館
」

に
て
、
湯
倉
洞
窟
の
発
掘
調
査
に
参

加
さ
れ
た
小
林
伸
子
さ
ん
（
現
長
野

県
立
歴
史
館
学
芸
員
）
か
ら
お
話

を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
舗
装
さ

れ
て
い
な
い
湯
沢
林
道
を
通
っ
て
「
湯

倉
洞
窟
入
口
」
ま
で
上
り
ま
し
た
。

バ
ス
を
降
り
て
徒
歩
で
沢
を
３
つ
越

え
て
、
や
っ
と
湯
倉
洞
窟
に
到
着
し

ま
し
た
。
途
中
、
ぬ
か
る
ん
だ
山
道

を
ロ
ー
プ
や
笹
に
つ
か
ま
り
な
が
ら

進
み
ま
し
た
。
湯
倉
洞
窟
の
前
に
立

つ
と
、『
こ
ん
な
山
の
中
で
の
暮
ら
し

は
大
変
だ
っ
た
だ
ろ
う
な
あ
』
と
感

じ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
気
も
良
く
、「
毛
無
峠
」

で
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。

　

こ
の
周
辺
を
ぐ
る
り
と
周
っ
て
　

８
月
26
日
（
土
）
に
古
道
を
歩

き
ま
し
た
。
古
道
は
、
そ
の
昔
、
牛

を
引
い
て
牧
場
に
あ
げ
た
り
、
炭
焼

き
を
運
搬
し
た
り
す
る
た
め
の
道

と
し
て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の

コ
ー
ス
は
、
雷
滝
の
近
く
か
ら
入
っ

て
、「
わ
な
ば
沢
」
ま
で
の
お
よ
そ

３
㎞
を
歩
き
ま
し
た
。
事
前
に
「
古

道
復
活
道
お
し
え
の
会
」
の
皆
さ
ん

に
整
備
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

道
に
は
木
の
根
が
あ
っ
た
り
、
石
が

落
ち
て
い
た
り
と
、
平
坦
な
道
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

途
中
、
５
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
用

意
さ
れ
て
い
て
、
参
加
者
全
員
で
協

力
し
て
進
み
ま
し
た
。

　

お
昼
に
は
差
し
入
れ
の
ス
イ
カ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
木
に
登
っ
た
り
、

木
に
つ
い
た
熊
の
爪
痕
を
見
た
り

と
、
非
日
常
的
な
ひ
と
時
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
森
の
中
で

は
、
強
い
日
差
し
を
さ
け
、
川
か
ら

吹
き
上
げ
る
風
が
と
て
も
気
持
ち
が

よ
く
、
参
加
者
か
ら
は
「
親
子
で

自
然
遊
び
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
と

い
う
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
全
て
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

無
事
ク
リ
ア
し
て
、
帰
り
の
バ
ス
に

乗
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
外
遊
び

の
楽
し
さ
を
も
っ
と
知
り
た
く
な
る

講
座
で
し
た
。

「
太
田
堰
」
が
作
ら
れ
た
と
い
う
話

を
聞
い
て
、「
太
田
堰
源
流
地
」
へ

向
か
い
ま
し
た
。
枯
れ
な
い
水
源
を

求
め
て
、
県
を
越
え
て
許
可
を
取

り
、
私
財
を
投
じ
た
一
大
事
業
の
凄

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
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林
の
縁
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
に
生
え
て
い
る
ヌ
ス
ビ
ト
ハ

ギ
。夏
、ピ
ン
ク
色
の
萩
の
よ
う
な

可
愛
い
花
を
付
け
た
あ
と
、
半
月

を
二
つ
く
っ
つ
け
た
よ
う
な
実
を

付
け
ま
す
。盗
人
と
は
た
だ
な
ら

ぬ
名
前
。こ
の
実
の
形
が
、足
袋
を

は
い
て
、
ぬ
き
足
さ
し
足
つ
ま
先

歩
き
を
し
た
盗
人
の
足
跡
に
み
え

る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。ほ
っ
か
む

ヌ
ス
ビ
ト
ハ
ギ 

～
知
ら
ぬ
間
に
運
び
屋
に
～

り
に
風
呂
敷
包
み
を
背
負
っ
た
ど

ろ
ぼ
う
さ
ん
で
す
ね
。

　
根
を
張
っ
て
動
け
な
い
植
物

は
、
小
さ
い
種
子
を
ど
う
に
か
遠

く
へ
運
び
、
よ
り
よ
い
環
境
に
送

り
出
そ
う
と
し
ま
す
。ヌ
ス
ビ
ト

ハ
ギ
は
曲
が
っ
た
小
さ
な
毛
で
動

物
の
毛
や
人
の
服
に
く
っ
つ
く
、

い
わ
ゆ
る
く
っ
つ
き
虫
。私
た
ち

は
、
知
ら
ぬ
間
に
運
び
屋
に
さ
れ

て
、種
を
遠
く
に
運
ん
で
い
ま
す
。

　
秋
に
林
近
く
の
草
刈

な
ど
し
た
と
き
は
、
た

く
さ
ん
服
に
付
い
て
き

て
大
変
で
す
よ
ね
。洗

濯
し
て
も
ま
だ
ひ
っ
つ

い
て
い
た
り
、
か
な
り

強
力
で
す
。

　
動
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
植

物
、で
も
あ
っ
と
い
う
間
に
広
が
っ

た
り
、い
つ
の
間
に
か
生
え
て
き
た

り
、場
所
を
見
つ
け
て
移
動
す
る
力

は
か
な
り
の
も
の
で
す
。

　
知
ら
ぬ
間
に
ヌ
ス
ビ
ト
の
運

び
屋
。く
っ
つ
い
て
こ
ら
れ
る
の

も
厄
介
だ
け
ど
、
闇
バ
イ
ト
に
手

を
染
め
る
よ
り
ぜ
ん
ぜ
ん
い
い
か

な
。

　

高

山
村の自然

探
訪

荒井原

井浦 和子

　

ま
だ
ま
だ
、
厳
し
い
残
暑

が
続
い
て
い
て
一
体
い
つ
ま

で
続
く
の
か
？
北
極
グ
マ
は

大
丈
夫
か
な
？
実
り
の
秋
を

前
に
果
物
は
大
丈
夫
か
な
？

と
色
々
と
考
え
て
し
ま
い
ま

す
。食
欲
の
秋
で
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
ん
な
に
暑
け
れ
ば

食
欲
も
湧
き
ま
せ
ん
ね
。

（
荒
川　

記
）

ヌスビトハギ
（上：花　下：実）

鶏肉と大豆のガパオライス鶏肉と大豆のガパオライス

　ガパオライスはタイで日常的に食べられている料理で、ご飯の上に
のせて楽しむ日本の丼のようなメニューです。高たんぱく質、低脂肪の
鶏むね肉と大豆、カラフルなパプリカも入って、ワンプレートで栄養満
点のレシピです。簡単にタイ料理が楽しめますので、是非チャレンジし
てみてください。　　　　　　　（チャオル　管理栄養士　斉藤美江）

《材料》（４人分） ① 鶏肉は 1.5cm 角に切り、ボー
ルに入れてＡをもみ込む。パプリ
カは 1cm 角に切る。

② フライパンにサラダ油、しょう
が、にんにく、とうがらしを入
れて弱火で炒める。香りが立っ
たら中火にし、鶏肉を加えて炒
める。色が変わったらパプリカ、
大豆を加えてさらに炒め、パプ
リカがしんなりしたらＢを加え
てさっと混ぜる。

③ 器にご飯を盛り、②をかけてパセリ、トマトをそえる。
475kcal     食塩 1.2g

ご飯����������������600g
鶏むね肉������������300g
酒����������������大さじ1
かたくり粉��������小さじ2
こしょう������������� 少々
水煮大豆������������100g
赤パプリカ����������160g
黄パプリカ����������160g
しょうが（みじん切り）���1かけ

にんにく（みじん切り）���1かけ
赤唐辛子（小口切り）����1本
サラダ油����������大さじ1
酒����������������大さじ2
オイスターソース ��� 大さじ2弱
ナンプラー��������小さじ1
砂糖��������������小さじ1
パセリ��������������� 適宜
トマト����������������1玉

本本と
と だも ち

A

B

旅ごはん� 小川糸（白泉社）
パンが痛がらないよう
に、必ずちぎって食べる、
そしてラードはたっぷり
と。ヨーロッパの列車の
旅で、かの有名なジャパ
ニーズフードを食べる、
ちょっとにおいを気にし
ながら…。旅での食事は、
普段味わうことのない珍

しいものだったり、定番のものがものすご
くおいしく感じたり。旅での出会いと発見
の美味しいエッセイ。

絵で旅する国境
クドル�文 /ヘラン�絵 /なかやまよしゆき�訳

（文研出版）
国境は、国と国とが隣り
合っていることで、すぐ
に行き来できる場所。国
境を越えることで、人と
文化の交流がある。しか
し、ある国境は簡単に越
えられないよう、高い壁
を作っているところもあ
る。作家と画家が６年の

長い歳月をかけて旅をし、国境を通してそ
れぞれの国の在り方を伝える絵本。

「本で旅する」（新着本）テーマ

21 2023.9 .15 館報
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日 曜日 行事予定（会場 •時間等） 担　　　当 お問い合わせ

1 日

2 月 9 月分　税・料金等納期限・口座振替日　☞ 23 頁 住民税務課税務係 ☎ 214-9244

3 火 子育てセミナー（10 時 45 分～ 12 時　噴水広場）　☞ 23 頁 子育て支援センター ☎ 242-2660

4 水

5 木 人権教育講座（18 時 30 分～ 20 時　公民館講堂）　☞ 8 月号 教育委員会人権推進係 ☎ 214-9762

6 金

7 土 粗大ごみ収集（8 時～ 11 時　高井農業者トレーニングセンター）　☞ 6 頁
たかやま保育園運動会

住民税務課生活環境係
たかやま保育園

☎ 214-9267
☎ 245-6842

8 日 村民体育祭 教育委員会生涯学習係 ☎ 214-9762

9 月 （祝日　スポーツの日）

10 火 保育園開放日（10 時～ 11 時 30 分　たかやま保育園）　☞ 23 頁 子育て支援センター ☎ 242-2660

11 水 健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 23 頁
寄ったい市場（9 時 30 分～ 11 時 30 分　保健福祉総合センター）

健康福祉課保健予防係
地域包括支援センター

☎ 242-1202
☎ 242-1203

12 木

13 金

14 土 紅葉トレッキング　☞ 7 頁 産業振興課商工観光係 ☎ 214-9296

15 日

16 月

17 火

18 水 健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 23 頁
3 か月・7 か月・10 か月児健康診査（保健福祉総合センター）　☞ 23 頁

健康福祉課保健予防係
健康福祉課保健予防係

☎ 242-1202
☎ 242-1202

19 木
1 歳 6 か月・2 歳・3 歳児健康診査（保健福祉総合センター）　☞ 23 頁
合同相談（13 時 30 分～ 16 時　公民館会議室）
体育施設調整会議（18 時～　公民館会議室）
人権教育講座（18 時 30 分～ 20 時　公民館講堂）　☞ 8 月号

健康福祉課保健予防係
総務課総務係
教育委員会生涯学習係
教育委員会人権推進係

☎ 242-1202
☎ 214-9243
☎ 214-9762
☎ 214-9762

20 金 高山小学校音楽会 高山小学校 ☎ 245-0594

21 土 粗大ごみ収集（8 時～ 11 時　北部農業者トレーニングセンター）　☞ 6 頁 住民税務課生活環境係 ☎ 214-9267

22 日

23 月

24 火

25 水 健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 23 頁 健康福祉課保健予防係 ☎ 242-1202

26 木

27 金

28 土 高山村文化展 公民館 ☎ 214-9762

29 日 高山村文化展
紅葉トレッキング　☞ 7 頁

公民館
産業振興課商工観光係

☎ 214-9762
☎ 214-9296

30 月

31 火 献血（9 時～ 11 時　公民館 1 階学習室）　☞ 4 頁
10 月分　税・料金等納期限・口座振替日　☞ 23 頁

健康福祉課保健予防係
住民税務課税務係

☎ 242-1202
☎ 214-9244

10 月 の 行 事カレンダー10 月 の 行 事カレンダー

● 10 月の予定



23 2023.9 .15 広報

広報たかやまを
スマートフォン等へ配信！

村政に関する情報を
配信中！

高山村公式
ホームページ

高山村公式
フェイスブック
いいね！、フォロー
お願いします！

● 10 月の予定

須高広域シルバー人材センター入会説明会　◆須高広域シルバー人材センター　☎ 246-2003
期　日 時　間 場　　　　　　所

10 月 18 日 ㈬ 午後 1 時 30 分
～午後 3 時 保健福祉総合センター内 須高広域シルバー人材センター高山事務所

健康相談　◆健康福祉課保健予防係　☎ 242-1202
期　日 会　場 開設時間 相談員 備　　　　　　考

10 月 11 日 ㈬
10 月 18 日 ㈬
10 月 25 日 ㈬

保健福祉
総合センター

午前 9 時
～正午

保健師

栄養士

＊健康上の心配事・悩み事のある方、乳幼児の体重測定・
育児相談など健康管理全般について知りたい方はお出
かけください。

＊電話での相談も随時受け付けています。
＊在宅介護関係については、地域包括支援センター（☎

242-1203）にご相談ください。
子育て支援センター　◆子育て支援センター　☎ 242-2660
イベント名 期　日 時　　間 会　　場 内　　　容

子育てセミナー 10 月 3 日 ㈫ 午前 10 時 45 分～正午 噴水広場
（雨天の場合：チャオルふれあいホール）

子どもの “ 今 ” を残す、
スマホカメラ撮影入門

保育園開放日 10 月 10 日 ㈫ 午前 10 時～ 11 時 30 分 たかやま保育園 保育園であそぼう
※セミナーへの参加は事前に申し込みが必要です。子育て支援センターまでお問い合わせください。

９月、10 月の納税等の納期限・口座振替日　◆住民税務課税務係　☎ 214-9244
月 納期限・口座振替日 税　目　等 期　別 税　目　等 期　別

9 月分 10 月 2 日 ㈪

国民健康保険税 ３期分 学校給食費 ９月分
後期高齢者医療保険料 ３期分 下水道使用料 ３期分
介護保険料 ３期分 農業集落排水施設使用料 ３期分
保育料・児童クラブ利用料 ９月分

10 月分 10 月 31 日 ㈫
村県民税 ３期分 保育料・児童クラブ利用料 10 月分
固定資産税 ３期分 学校給食費 10 月分
水道料金 ４期分

乳幼児健康診査　◆健康福祉課保健予防係　☎ 242-1202
対　　象　　児 期　日 会　場 受付時間 持　ち　物

3～4か月児 令和 5 年
6 月 6 日 ～ 7 月 18 日生まれ

10 月 18 日 ㈬

保健福祉
総合センター

午後 1 時
～ 1 時 20 分

母子手帳
保護者の歯ブラシ
バスタオル
おたずね票

7～8か月児 令和 5 年
2 月 6 日 ～ 3 月 18 日生まれ

母子手帳
バスタオル
おたずね票

10 ～11か月児 令和 4 年
11 月 6 日 ～ 12 月 18 日生まれ

母子手帳
乳児の歯ブラシ
バスタオル
おたずね票

1 歳 6 か月児 令和 4 年
3 月 9 日 ～ 4 月 19 日生まれ

10 月 19 日 ㈭
母子手帳
幼児の歯ブラシ
バスタオル
おたずね票

2 歳児 令和 3 年
9 月 9 日 ～ 10 月 19 日生まれ

3 歳児 令和 2 年
9 月 9 日 ～ 10 月 19 日生まれ
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村の人口
令和５年９月１日

現在の住民基本台帳人口
（前月との比較）

8
月
１
日
か
ら

　
8
月
31
日
ま
で
の
届
出
か
ら

※
希
望
者
の
み
の
掲
載
で
す

む
ら
び
と
の

　
　
　
う
ご
き

む
ら
び
と
の

　
　
　
う
ご
き

ほいくえん
ほいくえん

たかやま保育園

◆健康福祉課保健予防係　◆健康福祉課保健予防係　☎☎ 242-1202242-1202

表
紙
の
紹
介

世帯数（− 3）   2,478 戸
人　口（− 19）   6,571 人
　男  　（− 8）   3,272 人
　女  　（− 11）   3,299 人

　２歳児うさぎ組では、夏の
天気の良い日は水遊びを楽し
んでいます。着替えも、必要
な時にそっと手を貸しながら、
自分で出来るように見守って
きました。最初は「せんせーい、
手伝って」「できないー」と
保育士に手伝いを求める子ども達でしたが、今では自分の
力で準備万端です！ペットボトルや牛乳パックなどを使い、
頭から水をかぶるほど大胆に遊ぶ子もいれば、体が濡れな
いように慎重に遊ぶ子もいて、それぞれのペースで楽しん
でいます。そして水遊びをしているとなぜか集まってくる
虫たち。小さな虫からコオロギ、カエルなど。興味津々で

虫たちをペットボトルで捕まえる
子も。少し前はハエが近くに寄る
だけで泣いていた子ども達でした
が、とてもたくましくなった姿を
見ることができます。コオロギは
捕まえて飼育ケースに入れ、日々
みんなで観察しています！

輝き！ムラビト図鑑 No.14
「酪農のお仕事 見せてください！」

初回放送　９月 18 日㈪　９時～
　奥山田で酪農を営む宮川鉄也さん。ホルスタインを
始めとするおよそ 50 頭の乳牛を飼育しています。
　広大な牧草地には馬やヤギの可愛らしい姿も！
　動物と共に生きる酪農家に密着します。

たかやまチャンネル（122ch）

　

９
月
３
日
㈰
に
、信
州
高
山
ヒ
ル

ク
ラ
イ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
２
３

が
昨
年
を
大
き
く
上
回
る
２
０
４

名
の
選
手
が
出
場
し
、開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

沿
道
で
は
、村
民
の
皆
さ
ま
か
ら

選
手
た
ち
に
大
き
な
声
援
が
送
ら

れ
、大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

大
会
の
様
子
は
、11
頁
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

信
州
高
山
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム

チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
２
３

冷た～い水遊び

歯みがきできたね歯みがきできたね
たかやまっ子たかやまっ子

７月に実施した３歳児健
康診査において、皆さん
むし歯のないよい歯をお
持ちでした。
これからも健康な歯を大
切にしてください。 宮川 晴

は る え

江 さん

宮﨑 竣
し ゅ ん や

也 さん小山 栞
か ん な

奈 さん

関谷 春
は る ひ

飛 さん德嵩 萌
め い

衣 さん

ヒルクライムチャレンジ2023ヒルクライムチャレンジ2023
笠岳目指してスタート！笠岳目指してスタート！


